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QlikView メタデータ アプローチの概要 

メタデータは、ビジネス インテリジェンス（BI）ソフトウェアの導入におけ

る重要な要素です。将来顧客になる可能性がある方から、QlikView Business 
Discovery プラットフォームがどのようにメタデータを処理し、どのくらいの

作業が必要であるかをよく質問されます。この QlikView テクノロジー ホワイ

ト ペーパーでは、管理面での容易な監視と制御をサポートするために、

QlikView がどのようにメタデータを提供しているかを説明します。 

本ホワイト ペーパーは、中規模企業と大企業向けの QlikView を評価する IT
専門家、および技術に精通したビジネス関係者を対象に作成されました。本

ペーパーの目的は、QlikView のメタデータ アプローチが、QlikView のプロセ

ス ガバナンス、トラブルシューティングとサポート、アプリケーション開発、

データ変更分析、キャパシティー計画の向上を迅速かつ容易に達成できること

を示すことです。 

大規模な BI 導入におけるメタデータの重要性 

小規模で単純な BI 導入においては、メタデータの管理は重要でない場合もあ

ります。そのような小規模の環境では、意思決定者は、「このデータのソース

は？」、「そのテーブルで「販売」が意味するものは？」などの質問に対する回

答をすぐに見つけることができます。 

しかしながら、大規模導入においては、メタデータの管理は以下の理由から非

常に重要です。 

• ユーザーにはデータの信頼性が必要。ユーザーは、データのソース（データ

系統）、データの最終更新日、データが実際に意味するものを判断できなけ

ればいけません（たとえば、「販売」には、製品販売、合計売上、純売上、

総売上など、多くの意味があります）。 

• IT または BI 管理者はデータの使用状況を把握することが必要。ソース デー

タの管理担当者は、誰がデータを使用し、そのデータが正しく使用されてい

るかどうかを判断する必要があります（たとえば、ユーザーがセキュリティ

に違反せずに正しいバージョンのデータを使用しているかなど）。また、ソー

ス データが変更された場合に、誰がどのような影響を受けるかという影響

分析を実施できなければいけません。 

• 開発者は作業の合理化を要望。BI アプリケーションの開発者は、どのよう

な再利用可能コンポーネントを自由に使用できるかを知る必要があります。

それにより、再利用と整合性が促進され、結果的に総所有コストが削減され

ます。 

QlikView のメタデータ  
アプローチ 

QlikView では、 

• メタデータ管理は 
任意であり、広範囲 
QlikView の顧客は、メタデー

タが価値をもたらす場合に

のみ、メタデータを使用しま

す。QlikView ではメタデー

タは自動的に作成されます。

使用するかどうかはデザイ

ナーと開発者次第です。 

• QlikView そのものに注目 
QlikView のメタデータが重

視することは、関係者が

QlikView 環境を理解し管理

できるようにすることです。

開発者とデザイナーは、

QlikView アプリケーション

がどれほど適切に構築され

ているかを明確に理解し、ア

プリケーションの保守に役

立つ洞察を得ます。 

• 開発者は時間をかけて 
メタデータの使用を導入 
QlikView では、開発者は事

前にメタデータ レイヤを作

成する必要はありません。ア

プリケーションの作成、テス

ト、さらには導入後でも、メ

タデータを定義し収集でき

ます。そのため、プロジェク

ト チームは、適切な時期に

適格な人が適正なビジネス

情報と分析ツールを入手す

ることに注力できます。 
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自らの重みによる従来の BI メタデータ 
ソリューションの崩壊 

従来の BI ベンダーのほとんどは、メタデータを別のデータおよびソフトウェ

ア レイヤとして扱い、顧客がそのデータとソフトウェア レイヤを設定、照会、

統合、管理、配置します。 

従来の BI 製品の中には、包括的なメタデータ モジュールを搭載しているもの

もありますが、それらのモジュールはあまり使用されていません。労働集約的

で、設定および保守費用が高額なためです。 

従来の BI ソフトウェアでは、メタデータには以下に挙げる 3 つの大きな問題

点があります。 

• 膨大な時間の先行投資が必要。従来の BI プラットフォームへの独立したア

ドオンであるメタデータ モジュールは、開発者とデザイナーにとって新た

な悩みの種となります。使用方法を習得すると同時に、その使用を、データ 
アーキテクチャ、ETL（抽出／変換・加工／ロード）、クエリ、ステージン

グおよび項目の使用などすべてに組み込む必要があります。 

• メタデータ レイヤの継続的な変更により極まる困難。実装チームがメタ

データ レイヤを完成させる頃には、業務は変更されています。メタデータ 
レイヤを最新に保ちながら絶えず業務ニーズを満たすことはほぼ不可能で

す。 

• メタデータ ソリューションはほとんど未使用。非常に多くのステップがあ

るため、開発者やデザイナーは結局ステップを省略してしまいます。その結

果、BI ソリューション スタックのソフトウェアやデータのレイヤが空のま

まになります。メタデータ レイヤには非常に大きな落とし穴があるため、

組織はその BI 投資に見合う価値を得ることはできません。 

こうした状況が一般的であるため、BI 関係者はメタデータを厄介なハードル

と見なす傾向にあります。このハードルは、ビジネス アナリストが分析定義

に真剣に取り組み、エンド ユーザーの要件を満たせるようになる前に、IT 組

織が乗り越えなければいけないものです。従来の BI ソリューションはクエリ

とキューブに基づいているため、この認識は変わりません。メタデータは、こ

れらのツールがそこに入力されるデータ ストアと通信する言語になります。 

ただし、必ずしもこのようにする必要はありません。 

メタデータとは 
一体何なのでしょう? 

メタデータはデータについて

のデータです。効果的に使用

された場合、メタデータは

データをコンテキストで取り

囲むことによってデータの価

値を向上させます。データ

ベース、テーブルまたは BI オ
ブジェクトの項目内容に関す

る情報を提供します。 
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QlikViewではメタデータはもはや禁句ではない 

QlikView は、Business Discovery に注目して BI を変革したように、メタデー

タ管理も変革しつつあります。メタデータのためだけに、メタデータを作成し

て管理する非実用的なプロセスをお客様に強制しません。当社の哲学は簡潔で

す。意味あることを生み出す、真に重要なメタデータに集中することです。 

QlikView では、 

• メタデータ管理は任意であり、広範囲 
QlikView の顧客は、適切な場合、つまりメタデータが価値をもたらす場合に

のみメタデータを使用します。たとえば、QlikView を使用すると、デザイナー

やコンテンツ開発者はメタデータに関する追加的な作業を行うことなく、プ

ロトタイプまたはサンドボックス アプリケーションを構築できます。そし

てそのアプリケーションを本稼働環境に導入し、自動スキャナを使用してメ

タデータをアプリケーションから簡単に読み取れます。このアプローチは簡

単かつ効果的で、必要な時にのみ使用します。 

• QlikView そのものに注目 
QlikView のメタデータが重視するのは、QlikView 環境の理解と管理です。

開発者とデザイナーは、QlikView アプリケーションがどれほど適切に構築さ

れているかを明確に理解し、アプリケーションの保守に役立つ洞察を得ます。

QlikView を使用すると、QlikView アプリケーションのロードの監視、冗長

データの識別、データ リフレッシュ率、項目定義、アップストリーム（ソー

ス）のデータベース変更の影響分析など、企業は主要機能への重要な洞察を

可能にするメタデータを入手できます。 

• 開発者は時間をかけてメタデータの使用を導入 
従来のBIソリューションでは、開発者は開発プロセスの一環としてメタデー

タを構築する必要があります。メタデータの作成を先延ばしにすると手遅れ

になります。一方、QlikView の開発者は、事前にメタデータ レイヤを作成

する必要はありません。アプリケーションの作成、テスト、さらには導入後

でも、メタデータを定義し収集できます。そのためプロジェクト チームは、

BI の重要な部分に集中できます。つまり、迅速に、そして膨大なオーバーヘッ

ドなしで、適切な時期に適格な人が適正なビジネス情報と分析ツールを入手

できるのです。 
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QlikView メタデータ：記述、管理および構造 

QlikView は、記述、管理、構造という 3 つのメタデータ形式を扱います（図 1
および図 2 を参照）。これら 3 タイプのメタデータを結合するのは QlikView ド

キュメントです。管理者、開発者またはビジネス ユーザーが QlikView ドキュ

メントの記述データを見る場合、管理メタデータと構造メタデータも同時に見

ることができます。 

図 1：QlikView は監視と制御を強化するために 3 タイプのメタデータを記録 

 
ソース：QlikTech 
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図 2：QlikView による記述・管理・構造メタデータの処理 

メタデータのタイプ 説明 有用性 QlikView による処理方法 

記述メタデータ • アプリケーションの出所と

ステータスを説明 

• アプリケーションの作成者、

目的、トピック、検索条件、

履歴、用途に関する情報を保

持 

アプリケーションの作成

に関する豊富なコンテキ

ストを提供。このコンテキ

ストは、開発者やデザイ

ナーによるアプリケー

ションの比較、サンプルま

たは再利用するコードの

購入、トレンドやコーディ

ング プラクティスの評価

に有用 

メタデータはいつでも各

QlikView アプリケーショ

ンのスクリプトに追加可

能。また、テーブルに集約

して QlikView アプリケー

ションのロード時にロー

ド可能。 

管理メタデータ • サーバー、システム使用率、

関与する人に関するデータ

を保持 

• アプリケーションの「who、
what、when、where」に関

する情報、すなわちアプリ

ケーションにアクセスでき

る人とアクセスした人、アプ

リケーションの使用方法と

使用時期などに関する情報

を提供 

アプリケーションのリフ

レッシュ（リロード）、ユー

ザー アクセス、使用状況、

パフォーマンス、スケ

ジューリングに関する集

約ビューもしくはアプリ

ケーション固有のビュー

を提供 

QlikView はこのメタデー

タを、Extensible Markup 
Language（XML）ファイ

ルとして QlikView Server
の ロ グ  フ ァ イ ル と

QlikView Publisher のリポ

ジトリに自動的に格納。

QlikView 導入の全体が見

渡せるよう、データ収集後

に QlikView Monitor にグラ

フィカルに表示。 

構造メタデータ • QlikView システムを構成す

る可動部分に関する情報を

提供 

• データ ソース、リポジトリ、

テーブル、列など、アプリ

ケーションの要素を説明 

• データ系統を伝達し、どの

ファイルが使用中であるか

に関する情報を保持 

以下に関する開発者とデ

ザイナーの意思決定をサ

ポート： 

• ア ッ プ ス ト リ ーム の

データベース変更によ

る影響 

• QlikView におけるデー

タ要素の再使用 

• ソース  データベース 
テーブルを QlikView の

テーブルにマップする

アプリケーションをサ

ポートするために必要

なトラブルシューティ

ン グ ま た は ト レー ス 
バック 

QlikView スキャナ プロセ

スは、すべてのアプリケー

ションからこの情報を収

集し、QlikView Monitor ま
たは QlikView アプリケー

ションで使用できるよう、

データ系統情報を集約。 
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QlikView メタデータの収集、編成および表示 

QlikView のメタデータ アプローチは、メタデータ モデル（または、「メタモ

デル」）に重点を置いています（図 3 を参照）。このアプローチでは追加ツール

は不要であり、QlikView が十分な機能を果たします。QlikView は、メタデー

タへアクセスして作業を行うための主な方法を 2 つご用意しています。 

• デザイナー、開発者および管理者向けの QlikView Monitor 
QlikView Monitor アプリケーションは、QlikView メタモデルの使用方法の無

償のサンプルであり、QlikView からスキャンされたデータのテーブルを保持

する QlikView ドキュメントです。QlikView Monitor のチャートとグラフが重

点を置く 3 つの領域は、QlikView ドキュメント、QlikView データ ファイル、

および QlikView Server と QlikView Publisher の運用です。図 4 は、QlikView
メタモデルを利用するQlikViewの監視アプリケーションを示したものです。 

• ビジネス ユーザー向けのダッシュボード テンプレート 
QlikView では、メタデータを QlikView ダッシュボードのコンテキストで直

接使用できます。ダッシュボード テンプレートがメタモデルからデータを

ロードし、QlikView ダッシュボードのコンテキストに、そのダッシュボード

のためだけにデータを表示します。そのため関係者は、その QlikView ドキュ

メントに関する情報（使用状況、データ品質など）に迅速かつ容易にアクセ

スできます。図5は、メタデータの3つの形式すべてを表示しているQlikView
ダッシュボードを示したものです。 

図 3：QlikView メタモデルのアーキテクチャ ビュー 

 

定義 

• QlikView ドキュメント。 
分析に必要なすべての要素を

保持する QlikView ファイル 
QlikView アプリケーション

またはダッシュボードは、 
1 つ以上の QlikView ドキュ

メントで構成されます。 

• QlikView のメタデータ  
モデル（または、「メタモデル」） 
ダッシュボードで監視およ

び分散使用するために集約

され自動化されたメタデー

タの収集、編成、および表示。

QlikView から抽出され、

QlikView が管理するテーブ

ルを集めたものです。 
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図 4：メタモデルを使用した QlikView 監視アプリの例 

 
 

図 5：メタデータの 3 つの形式すべてを表示している QlikView ダッシュボード 
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QlikView メタデータによる監視および制御 

QlikView Business Discovery プラットフォームは、その高普及率と急成長率、

そして短期間で価値を生み出すことで知られています。QlikView を使用する

と、連想体験とインメモリ アーキテクチャにより、迅速な BI アプリケーショ

ン開発が可能です。QlikView のメタデータへの実践的アプローチにより、こ

の導入スピードと監視・制御はバランスを保つことができます。 

管理者と導入オーナーによるユーザー サポートおよびプロセス改善 

QlikView のメタデータ アプローチにより、管理者と導入オーナーは以下が可

能です。 

• QlikView ソフトウェア コードの向上、ソフトウェア ライセンスの管理、

キャパシティー計画、および一般的な IT 内部監査に対するプロセス ガバナ

ンスの確立 

• 夜間の QlikView データ ロードの精度決定 

• スケジュール化された QlikView Publisher タスクのステータス、およびデー

タ配信のバッチ ウィンドウ手順の正確さを確認 

一連のデータ配信に関する全体像を得ることで、管理者と導入オーナーは、各

ドキュメントを検索してスクリプトを読む必要なく、問題の根本的な原因を素

早く把握し、トラブルシューティングとサポートを改善できます。 

開発者とデータ設計者による優れた計画立案 

QlikView メタデータ ソリューションにより、開発者とデータ設計者は以下が

可能です。 

• 環境を微調整してアップストリームのデータ変更に対応。たとえば、データ 
ウェアハウス内のテーブル構造が変わり、その結果、そのデータに依存する

QlikView アプリケーションを変更する必要性が生じる場合があります。 

• アプリケーションの更新スケジュールを改善し、アプリケーションのリフ

レッシュにおける予期しないギャップを発見。 

• 各アプリケーションのコンテンツを微調整することで、パフォーマンスを改

善し、整合性を確保し、エンド ユーザーに対するマイナスの影響を制限。 

• 限界に達する前にハードウェアとソフトウェアのスケールアップを行える

よう、キャパシティー計画と成長予測を実施。 

QlikView は、時間をかけて構造メタデータを収集および累積します。 
メタデータにより、テーブルサイズ、列サイズ、行数の変更が示され、データ 
キャパシティー計画に必要なベースライン、傾向分析および予測が可能になり

ます。さらに、QlikView メタデータは、サーバー キャパシティー計画および

予測のために、使用率、ライセンス割当、サーバー容量、パフォーマンス統計

を保持します。 
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デザイナーとコンテンツ開発者による業務の合理化 

記述メタデータと構造メタデータを使用して、デザイナーとコンテンツ開発者

は、QlikView 環境で重複するデータとオブジェクトを発見できます。さらに、

QlikView アプリケーション全体において、データの使用を合理化および簡素

化し、データ項目の再使用を最適化できます。その結果、コード行が削減され、

無駄のない導入が実現し、可動部分が簡素化されます。冗長作業を削減するこ

とで、開発者やエンド ユーザーのフラストレーションが緩和され、開発時間

が短縮されます。 

ビジネス ユーザーによる使用状況およびシステムの健全性に対す

る洞察の獲得 

QlikView メタデータを使用すると、ビジネス ユーザーは、各自のダッシュボー

ドの使用とデータの普及率に対する洞察を得ることができます。また QlikView
ドキュメントが使用される頻度と、ドキュメントを使用する人数を判断できま

す。問題を見つけた場合は、メタデータを使用してトラブルシューティングを

起動できます。たとえば、ダッシュボードのメタデータを見て間違ったチャー

トを発見したユーザーは、問題がデータにあるのか、または表示レイヤ（チャー

トの数式など）にあるのかを判断できます。 

QlikView メタデータの使用に関する推奨事項 

QlikView はお客様との共同作業に基づき、メタデータに関して下記の推奨事

項を提案します。 

• メタデータへの実践的アプローチの採用 
従来のBIソリューションに精通したデータ設計者やビジネス アナリストは、

多くの場合、BI ツールには複雑なメタデータ作成プロセス（開発、管理、設

計など）が要求されると考えています。しかし QlikView では違います。複

雑なメタデータ アプローチは、BI アプリケーション開発を遅らせ、価値を

生み出すまでの時間を長引かせます。QlikView がエンド ユーザー（もしく

は、デザイナー、開発者、管理者）に、メタデータの手入力を求めることは

ありません。非常に自由なのです。 

QlikView を使用した場合、事前に膨大なメタデータ作業を行う必要がないた

め、価値を生み出すまでの時間は BI プラットフォームを使用した場合より

幾分短くなります。QlikView は、ノータッチのメタデータ管理（ソースをポ

イントし、メタデータをスキャン）からスクリプト作成が必要なより高機能

なメタデータ管理までを提供しています。 

• 基本メタデータ コレクションの起動 
QlikView Server／Publisher およびドキュメント監視の基本メタデータ コレク

ションを起動させると、データ リロード、バッチ ウィンドウ、バッチ ウィン

ドウで省略したステップやバッチ ウィンドウにおけるギャップに対する洞察

が即時に得られます。また、サーバー容量、QlikView ドキュメントと QlikView
データ ファイルの使用状況、サイズ（一定期間にわたる QlikView ファイルの

拡大）、および QlikView ドキュメントで使用されるデータ要素に関する情報も

提供されます。さらに、基本メタデータ コレクションは、QlikView ライセンス

および基本データ系統の利用に関する情報も取得します。 
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必要に応じて、組織はこの基本メタデータを、より高度なメタデータ コレ

クションによって増強することができます。その場合は、開発者の関与が必

要になります。高度なメタデータ コレクションは、ドキュメント属性、

チャートの数式の論理、基本モデルよりも詳細なレベルの綿密なデータ系統

を保持します。 

• ある特定の時点のメタデータと経時的なメタデータの両方を利用 
一部のメタデータは、ある特定の時点、つまり今日に焦点を当てているもの

です。たとえば、ある特定の時点のメタデータは、何人がどのような頻度で

QlikView を使用中であるかを把握する場合に有用です。関係者もそのメタ

データを使用して、バッチ ウィンドウとリロード プロセスにおけるギャッ

プを確認できます。 

それ以外のメタデータは、QlikView アプリケーション数やデータ ファイル

数の変化など、経時的な変化に対する洞察を提供します。これはリソース計

画に有用です。情報の価値は時間の経過とともに増すため、企業は少なくと

も 3、4 週間ごとに後者のメタデータ形式を収集することをお奨めします。 
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